
地理総合 

 

３ 総評・まとめ・要望 

  新課程２年目ということもあり，「地理総合」の出題形式や大問テーマが固まってきた印象

である。一方で，前文でも述べたが，『地理総合，地理探究』での出題でも成立するような，

「地理総合」にしては詳細な知識を背景とする問いや，それなりの授業時間数を割かなければ

扱えない内容を含んだ問いが含まれた。「地理総合」で学習され，よって出題対象としてふさ

わしい内容について，改めて再考を願う。 

  こうしたことを背景に，平均点の上昇の割に易化したとの印象を受験者は持ちにくかったと

思われる。今年度並みの平均点が維持され，かつ「地理総合」で学習した内容や，身に付けた

地理的見方・考え方が問われたという納得感のある作問を期待する。 

  様々な出題の制約がある中で，ほとんどの小問が片側１ページで構成されるなど，資料の精

選や問い方を複雑にしないなどの工夫は感じられた。防災や日本の国際協力といった「地理総

合」らしいテーマでの作問も見られ，こうしたテーマを通じて今後も地球上の様々な事象に対

して，地理的見方・考え方を養い，事象の意味や将来像を構想させるような「地理総合」の手

本となる作問を願っている。 

第３ 問題作成部会の見解  

１ 出題教科・科目の問題作成の方針（再掲） 

〇 地理に関わる事象を多面的・多角的に考察する過程を重視する。地理的な見方・考え方を働か

せて，地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角

的に考察したり，地理的な課題の解決に向けて構想したりする力を求める。 

問題の作成に当たっては，地域を様々なスケールから捉える問題や，地理的な諸事象に対して

知識を基に推論したり，資料を基に検証したりする問題，系統地理と地誌の両分野を関連付けた

問題などを含めて検討する。 

２ 各問題の出題意図と解答結果 

第１問 学習指導要領「地理総合」の「Ｂ 国際理解と国際協力」における「(1) 生活文化の多

様性と国際理解」に関する大問である。ここでは，乾燥・半乾燥地域における生活・産業の特

徴をテーマとした。問１では，モロッコの建物と農業の景観写真から，自然環境と生活文化の

関わりについて捉える力を，問２では，西アジアを事例に，生活や産業の成立に必要となる水

の獲得方法について比較考察する力を問うた。問３では，南アメリカを事例に緯度や標高の違

いによって生じる気候変化と生活環境について推察する力を，問４では，アジア周辺を事例に，

自然環境に適応した家畜飼育の展開について，ＧＩＳで作成した地図を用いて推察する力を問

うた。大問全体の難易度はおおむね標準的であったと考える。 

第２問 学習指導要領「地理総合」の「Ｃ 持続可能な地域づくりと私たち」における「(2) 生

活圏の調査と地域の展望」に関する大問である。津軽平野とその周辺地域について，第一次産

業に焦点を当て，人々の生活と自然環境との関わりを通して形成された地域の特徴を主題とし

た。生徒が資料やデータを集めながら主体的に地域調査を行う場面を想定した問いを配置した。

問１では，津軽平野とその周辺地域を事例に，農業と自然環境との関わりについての理解度を

判別することを企図した。問２では，ため池を題材に，地図の読図を通じて，地形に対応した

灌漑の特徴やそれによるリスクについて推察する思考力を問うた。問３では，十三湖のシジミ

漁を題材に，第一次産業の成立に寄与する自然環境や人間活動と，同産業の持続可能性につい

ての理解度を，そして問４では，リンゴを題材に，食料品貿易における生産地と消費地との結

び付きについての理解度を判別することを企図した。大問全体での得点率は他と比べてやや高

かった。 

第３問 学習指導要領「地理総合」の「Ｃ 持続可能な地域づくりと私たち」における「(1) 自

然環境と防災」に関する大問である。風や降水量などの自然条件や典型的な地形，水害をテー

マとした。問１では，風速と降水量についてのグラフから，日本の自然環境について捉える力

を，問２では，複数の河床縦断面図から日本の河川が作る地形についての理解を，問３では，

地形図から山間地の典型的な地形を読み取る力を，問４では，洪水時と高潮時の適切な避難施

設についてＧＩＳで作成した地図を用いて推察する力を問うた。大問全体の平均点は他の大問

と比べるとやや低かった。 

第４問 学習指導要領「地理総合」の「Ｂ 国際理解と国際協力」における「(1) 生活文化の多

様性と国際理解」に関する大問である。持続可能な社会の実現を脅かしうる様々な地球的課題

と，それらの解決を目指すための国際協力の内容について，バランスを意識して取り上げた。

問１では，ＣＯ２排出量とエネルギー供給量との関係を図から読み取り，温暖化対策に見られる
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国ごとの違いを推察する思考力を問うた。問２では，降水量の中期的変動の傾向を図から読み

取り，北アメリカ大陸における降水分布の変化とその影響の在り方について推察する思考力を

問うた。問３では，都市問題とその解決に向けた取組を写した写真を読み取り，諸課題が生じ

た原因を推察する思考力を問うた。問４では，ＯＤＡやＮＧＯによる援助活動及び日本企業の

海外進出に関する主題図を読み取り，日本の国際協力活動の空間的特徴について推察する思考

力を問うた。大問全体の平均点は標準的であった。小問の正答率は，問３が高い一方，問２が

低かった。 

３ 自己評価及び出題に対する反響・意見についての見解 

第１問 大問全体として標準的な難易度の設問で構成されており，身に付けた概念的な知識や地

理的な見方・考え方を用いて，多面的・多角的に考察できる適切な問題と評価された。問１は，

モロッコ内陸部を事例に，写真と文章から乾燥・半乾燥地域の自然環境と住居，農業について

考察する問題，問２は，西アジア周辺の生活用水の確保について，自然環境や社会環境と関連

付けて考察する問題と評価された。問３は，雨温図と生活文化から，南アメリカ大陸の地点を

判別する問題であり，問４は，アジア周辺の幾つかの家畜の分布から，砂漠化を促進させる要

因を問う新課程らしい問題と評価された。他方，全体として，自然環境と生活文化を主題とし

た問題であったため，国際理解や文化の変容など，学習指導要領が示す主題からの出題も求め

られた。さらに，出題形式についても，学習場面を設定した形式への工夫が求められた。また，

問３は，図中に標高が示されていないため，知識を問う問題に見えるとの指摘があった。今後

はこれらの点を含め，作問に努めたい。 

第２問 地域調査を行う場面を想定した本設問に関して，全体については，地域を多面的・多角

的な視点から考察する出題形式であり適切な内容との評価を得た一方で，地図に関する基本的

な地理的技能を活用した問題があると，より「地理総合」に合致した大問になると指摘された。

問１は，三つの市の地図上での位置と景観写真を照合しながら統計を読み取る形式であり，地

理的な見方・考え方に基づく基本的な問題として評価された。問２は，難易度は低いものの，

基本的な地理的技能を測ることができる問いであるとの評価を得た。問３は，地域の産業の持

続可能性というテーマは評価された一方で，付加価値を高めての販売が低価格では行われない

ことが判断できれば容易に解答に辿りついてしまう点が課題として指摘された。問４は，南北

半球でのリンゴ収穫期の違いについて問われた比較的容易な問いであるものの，地域調査の大

問でありながら世界との結び付きにまで発展させている点や，「地理総合」から中学校社会科地

理的分野で学習するような基本的知識をベースとした出題は，中高の学習内容を接続する点で

意義深いとの評価を得た。全体的には，基本的な知識が問われているものが多く，難易度は平

易であるとの評価であった。こうした評価を踏まえ，今後，出題形式や難易度のバランスにも

配慮しつつ，思考力を問うことのできる問題作成に努めたい。 

第３問 大問全体として標準的な難易度の設問で構成されており，身に付けた概念的な知識や地

理的な見方・考え方を用いて，多面的・多角的に考察できる適切な問題と評価された。問１は，

風速と降水量の季節変化から日本の気候について考察する問題だが,地点数が多く読み取りが

やや困難であると評価された。問２は，河床縦断面図から日本の地形について考察する問題で，

読み取りの難易度は易しいと評価された。問３は，山地の典型的な地形からそれぞれの場所で

の物質移動や地形形成について考察する問題であり,「地理総合」の内容を踏まえた出題の工夫

が必要との評価を受けた。問４は，洪水時と高潮時の適切な避難場所についてＧＩＳの分析か

ら考察する問題で，ＧＩＳの有用性を実感できると評価された。今後は,資料の視認性の向上や，

科目の内容に即した，より洗練された問題作成に力を入れたい。 

第４問 「現代社会における地球的課題と国際協力」というテーマに即して，二酸化炭素と温暖

化，気候変動と農業，都市問題，日本の国際協力という多様な内容をバランス良く取り上げた

と評価された。問１は，全体的には基本的な知識やそれを基にした思考力を問う標準的な難易

度の設問で構成されていると評価された。問２は，地図や資料から読み取った内容を基にした

思考力を問う内容で構成されていると評価されたが，気候や農業について「地理探究」を履修

していない受験者にはやや難易度が高い個別的知識が求められていると指摘された。問３は，

発展途上国の大都市が直面する課題や対策について，写真から読み取れる事柄と，スラムや交

通渋滞に関する知識を関連付けて判断する標準的難易度の問題と評価された。問４は，海外に

おける日本のＮＧＯ団体数，日本のＯＤＡ供与額，海外における日系企業の拠点数の分布を示

す地図からそれぞれの傾向を読み取り，各指標を判断する標準的難易度の問題と評価を受けた。

全体的に標準的な正答率であった。一方で，正答の判断に当たり「地理総合」の内容としては

難易度が高いものが含まれるという指摘を受けた。受験者にとって，学習内容に基づき，地理

的な見方・考え方が問われたという納得感が得られる作問を目指し，さらに工夫を続けたい。 

４ 今後の問題作成に当たっての留意点 

(1) 「地理総合」の学習内容を踏まえ，高等学校での学習を通して身に付けた地理的な知識，技能

や思考力，判断力などに基づき，地図や統計，写真などの資料を読み取って考察する問題によっ

て構成されていると評価された。「場面設定」の大問では，学校現場の参考となる出題であること

が評価された一方，各小問については生徒の興味・関心に応じた探究プロセスとして工夫を求め

たいと要望があった。一部の問題では，「地理探究」の学習範囲と考えられる知識や内容を扱った

問題もあったと指摘があり，この点について留意する必要がある。また，防災や国際協力といっ

た「地理総合」らしいテーマの作問や，地域を様々なスケールで捉える出題が期待されている。

今後の問題作成に当たり，地理的な知識，技能と思考力，判断力について，高等学校における学

習内容に基づき各大問及び小問で総合的かつ適切に問えるよう引き続き検討を続けていきたい。 

(2) 難易度について，平均点は地理総合 50 点満点で 24.27 点であった。外部評価でも全体的に適

正な難易度であり，与えられた資料から情報を読み取ることで解答が可能と評価された。適切な

難易度となるよう，図表の読み取りとリード文のバランス等について引き続き慎重に検討・留意

したい。 

(3) 地図や資料の活用について，昨年度と比較して，写真や地図などが読み取りにくい設問や，選

択肢の表現の意図する内容がわかりにくい設問が減少し，全体として適切になったと評価された。

また，問いかけや資料の提示の仕方，レイアウトや表現が工夫されているとの評価も得た。ただ

し，一部の地図が小さく読み取りにくかったという指摘もあった。主題図やグラフなどについて，

視認性も含めて適切な表現方法等に留意しつつ，適切に問える提示方法を検討していきたい。 

(4) 全体として，高等学校教科担当教員・教育研究団体等からは学習指導要領の趣旨に沿った問題

であると評価された。今後も受験者が身に付けた地理的な知識，技能に基づき，思考力，判断力

を働かせて解答に臨める問題の作成を継続していきたい。 

(5) 全体として，「地理総合」の学習範囲を逸脱することなく，高等学校での学習を通して身に付け

た地理的知識，技能や思考力，判断力などに基づき，地図や統計，写真などの資料を読み取って

考察する問題によって構成されていると評価された。「場面設定」の問題では，学校現場の参考と

なる出題であることが評価された一方，各小問については生徒の興味・関心に応じた探究プロセ

スとして工夫を求めたいと要望があった。一方，「地理総合，地理探究」との共通問題では，「地
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国ごとの違いを推察する思考力を問うた。問２では，降水量の中期的変動の傾向を図から読み

取り，北アメリカ大陸における降水分布の変化とその影響の在り方について推察する思考力を

問うた。問３では，都市問題とその解決に向けた取組を写した写真を読み取り，諸課題が生じ

た原因を推察する思考力を問うた。問４では，ＯＤＡやＮＧＯによる援助活動及び日本企業の

海外進出に関する主題図を読み取り，日本の国際協力活動の空間的特徴について推察する思考

力を問うた。大問全体の平均点は標準的であった。小問の正答率は，問３が高い一方，問２が

低かった。 

３ 自己評価及び出題に対する反響・意見についての見解 

第１問 大問全体として標準的な難易度の設問で構成されており，身に付けた概念的な知識や地

理的な見方・考え方を用いて，多面的・多角的に考察できる適切な問題と評価された。問１は，

モロッコ内陸部を事例に，写真と文章から乾燥・半乾燥地域の自然環境と住居，農業について

考察する問題，問２は，西アジア周辺の生活用水の確保について，自然環境や社会環境と関連

付けて考察する問題と評価された。問３は，雨温図と生活文化から，南アメリカ大陸の地点を

判別する問題であり，問４は，アジア周辺の幾つかの家畜の分布から，砂漠化を促進させる要

因を問う新課程らしい問題と評価された。他方，全体として，自然環境と生活文化を主題とし

た問題であったため，国際理解や文化の変容など，学習指導要領が示す主題からの出題も求め

られた。さらに，出題形式についても，学習場面を設定した形式への工夫が求められた。また，

問３は，図中に標高が示されていないため，知識を問う問題に見えるとの指摘があった。今後

はこれらの点を含め，作問に努めたい。 

第２問 地域調査を行う場面を想定した本設問に関して，全体については，地域を多面的・多角

的な視点から考察する出題形式であり適切な内容との評価を得た一方で，地図に関する基本的

な地理的技能を活用した問題があると，より「地理総合」に合致した大問になると指摘された。

問１は，三つの市の地図上での位置と景観写真を照合しながら統計を読み取る形式であり，地

理的な見方・考え方に基づく基本的な問題として評価された。問２は，難易度は低いものの，

基本的な地理的技能を測ることができる問いであるとの評価を得た。問３は，地域の産業の持

続可能性というテーマは評価された一方で，付加価値を高めての販売が低価格では行われない

ことが判断できれば容易に解答に辿りついてしまう点が課題として指摘された。問４は，南北

半球でのリンゴ収穫期の違いについて問われた比較的容易な問いであるものの，地域調査の大

問でありながら世界との結び付きにまで発展させている点や，「地理総合」から中学校社会科地

理的分野で学習するような基本的知識をベースとした出題は，中高の学習内容を接続する点で

意義深いとの評価を得た。全体的には，基本的な知識が問われているものが多く，難易度は平

易であるとの評価であった。こうした評価を踏まえ，今後，出題形式や難易度のバランスにも

配慮しつつ，思考力を問うことのできる問題作成に努めたい。 

第３問 大問全体として標準的な難易度の設問で構成されており，身に付けた概念的な知識や地

理的な見方・考え方を用いて，多面的・多角的に考察できる適切な問題と評価された。問１は，

風速と降水量の季節変化から日本の気候について考察する問題だが,地点数が多く読み取りが

やや困難であると評価された。問２は，河床縦断面図から日本の地形について考察する問題で，

読み取りの難易度は易しいと評価された。問３は，山地の典型的な地形からそれぞれの場所で

の物質移動や地形形成について考察する問題であり,「地理総合」の内容を踏まえた出題の工夫

が必要との評価を受けた。問４は，洪水時と高潮時の適切な避難場所についてＧＩＳの分析か

ら考察する問題で，ＧＩＳの有用性を実感できると評価された。今後は,資料の視認性の向上や，

科目の内容に即した，より洗練された問題作成に力を入れたい。 

第４問 「現代社会における地球的課題と国際協力」というテーマに即して，二酸化炭素と温暖

化，気候変動と農業，都市問題，日本の国際協力という多様な内容をバランス良く取り上げた

と評価された。問１は，全体的には基本的な知識やそれを基にした思考力を問う標準的な難易

度の設問で構成されていると評価された。問２は，地図や資料から読み取った内容を基にした

思考力を問う内容で構成されていると評価されたが，気候や農業について「地理探究」を履修

していない受験者にはやや難易度が高い個別的知識が求められていると指摘された。問３は，

発展途上国の大都市が直面する課題や対策について，写真から読み取れる事柄と，スラムや交

通渋滞に関する知識を関連付けて判断する標準的難易度の問題と評価された。問４は，海外に

おける日本のＮＧＯ団体数，日本のＯＤＡ供与額，海外における日系企業の拠点数の分布を示

す地図からそれぞれの傾向を読み取り，各指標を判断する標準的難易度の問題と評価を受けた。

全体的に標準的な正答率であった。一方で，正答の判断に当たり「地理総合」の内容としては

難易度が高いものが含まれるという指摘を受けた。受験者にとって，学習内容に基づき，地理

的な見方・考え方が問われたという納得感が得られる作問を目指し，さらに工夫を続けたい。 

４ 今後の問題作成に当たっての留意点 

(1) 「地理総合」の学習内容を踏まえ，高等学校での学習を通して身に付けた地理的な知識，技能

や思考力，判断力などに基づき，地図や統計，写真などの資料を読み取って考察する問題によっ

て構成されていると評価された。「場面設定」の大問では，学校現場の参考となる出題であること

が評価された一方，各小問については生徒の興味・関心に応じた探究プロセスとして工夫を求め

たいと要望があった。一部の問題では，「地理探究」の学習範囲と考えられる知識や内容を扱った

問題もあったと指摘があり，この点について留意する必要がある。また，防災や国際協力といっ

た「地理総合」らしいテーマの作問や，地域を様々なスケールで捉える出題が期待されている。

今後の問題作成に当たり，地理的な知識，技能と思考力，判断力について，高等学校における学

習内容に基づき各大問及び小問で総合的かつ適切に問えるよう引き続き検討を続けていきたい。 

(2) 難易度について，平均点は地理総合 50 点満点で 24.27 点であった。外部評価でも全体的に適

正な難易度であり，与えられた資料から情報を読み取ることで解答が可能と評価された。適切な

難易度となるよう，図表の読み取りとリード文のバランス等について引き続き慎重に検討・留意

したい。 

(3) 地図や資料の活用について，昨年度と比較して，写真や地図などが読み取りにくい設問や，選

択肢の表現の意図する内容がわかりにくい設問が減少し，全体として適切になったと評価された。

また，問いかけや資料の提示の仕方，レイアウトや表現が工夫されているとの評価も得た。ただ

し，一部の地図が小さく読み取りにくかったという指摘もあった。主題図やグラフなどについて，

視認性も含めて適切な表現方法等に留意しつつ，適切に問える提示方法を検討していきたい。 

(4) 全体として，高等学校教科担当教員・教育研究団体等からは学習指導要領の趣旨に沿った問題

であると評価された。今後も受験者が身に付けた地理的な知識，技能に基づき，思考力，判断力

を働かせて解答に臨める問題の作成を継続していきたい。 

(5) 全体として，「地理総合」の学習範囲を逸脱することなく，高等学校での学習を通して身に付け

た地理的知識，技能や思考力，判断力などに基づき，地図や統計，写真などの資料を読み取って

考察する問題によって構成されていると評価された。「場面設定」の問題では，学校現場の参考と

なる出題であることが評価された一方，各小問については生徒の興味・関心に応じた探究プロセ

スとして工夫を求めたいと要望があった。一方，「地理総合，地理探究」との共通問題では，「地
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理探究」の学習範囲と考えられる知識や内容を扱った問題もあったと指摘があり，この点につい

て留意する必要がある。また，防災や国際協力といった「地理総合」らしいテーマの作問や，地

域を様々なスケールでとらえる問題の出題が期待されている。今後の問題作成にあたり，地理的

知識，技能と思考力，判断力について，教科書の学習内容に基づき各大問及び小問で総合的かつ

適切に問えるよう引き続き検討を続けていきたい。 

歴史総合，日本史探究 

『歴史総合，日本史探究』 

第１ 高等学校教科担当教員の意見・評価 

１ 前文 

新課程の科目として２回目となる共通テスト科目『歴史総合，日本史探究』が実施された。歴史

科目としては「歴史総合」『歴史総合，日本史探究』『歴史総合，世界史探究』の２科目・１出題

範囲があり，今年度は『地理総合／歴史総合／公共』の「歴史総合」第 1 問が『歴史総合，日本史

探究』の，第２問が『歴史総合，世界史探究』の，それぞれ第１問となった。 

歴史総合は，近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，世界とその中における日本を広く相

互的な視野から捉え，資料を活用しながら歴史の学び方を習得し，現代的な諸課題の形成に関わる

近現代の歴史を考察，構想する科目として設置され，日本史探究は，歴史総合を踏まえ，従前の日

本史Ａ，日本史Ｂのねらいを発展的に継承しつつ，我が国の歴史の展開について総合的な理解を深

め，各時代の展開に関わる概念等を活用して多面的・多角的に考察し，歴史に見られる課題を把握

し，地域や日本，世界の歴史の関わりを踏まえ，現代の日本の諸課題とその展望を探究する力を養

うことをねらいとする科目として設置された。 

令和８年度の『歴史総合，日本史探究』の受験者数は124,431人，平均点は62.29点であった。な

お，評価に当たっては，15ページに記載の８項目の観点により，総合的に検討を行った。 

２ 内容・範囲  

第１問 『地理総合／歴史総合／公共』の「歴史総合」の第１問と同じ。 

第２問 日本の漁業の歴史に関して生徒が調べた内容を基に，縄文時代から近世までの社会，経

済，自然環境について出題された。 

 問１ 江戸時代の地引網漁を描いた図に関して述べた四文から最も適当なものを選択する問題。

地引網漁の発達と干鰯の需要の関係など江戸時代の社会経済に関する理解が求められた。 

 問２ 網元と網子の関係について整理した図中の三つの空欄に当てはまる語句の組合せを選択

する問題。漁業の仕組みについてまとめたノートの内容から情報を正確に読み取る技能が求

められた。 

 問３ 錘についてまとめたノートや古墳時代の地引網漁の復元図に関して述べた四文から，適

当でないものを選択する問題。図やノートから情報を読み取り，縄文時代の生活に関する知

識と結び付けて，思考・判断する力が求められた。 

問４ 鎌倉時代の荘園に関する理解が求められた問題。年貢物の報告に関する資料から，地頭

による横領が行われていた時代背景を読み取り，荘園に関する知識と結び付けて判断する思

考力が求められた。 

問５ 縄文時代の自然環境，江戸時代の漁業に関して述べた二文を読み，正誤の組合せを選択

する問題。縄文時代の自然環境に関する知識と大問全体から漁業の現場における階層性を読

み取り，思考・判断する力が求められた。 

第３問 絵画資料の読み取りを行う学習場面における会話文を基に，飛鳥時代から平安時代まで

の政治・文化について出題された。複数の正解が存在する連動型の出題が初めて見られた。 

問１ 会話文の空欄に入る語句の組合せを選択する問題。会話文と表の情報を統合して思考す

る力と古代の官職についての知識が求められた。資料を根拠に仮説を立てる学習を意識した
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